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新
そ
ば
や
豊
か
な
地
域
の
特
産
品
を

味
わ
え
る
感
謝
祭
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

16
・
17
日
の
両
日
6
店
の
地
元
そ
ば

店
が
出
店
。
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
味
の
新

そ
ば
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
近
隣
町
村
の
商
工
会
の
協
力
を
得

て
、
安
曇
野
な
ら
で
は
の
特
産
品
販
売

ブ
ー
ス
が
出
店
し
ま
す
。
地
域
の
恵
み

を
ほ
お
ば
り
ま
し
ょ
う
。

●
内
容　

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
16
日
）

県
警
音
楽
隊

▽
雄お

が
つ
ほ
う
い
ん
か
ぐ
ら

勝
法
印
神
楽
（
宮
城
県
石
巻
市
）

▽
地
元
中
学
・
高
校
の
吹
奏
楽
演
奏

▽
新
そ
ば
・
う
ま
い
も
の
ブ
ー
ス

新
そ
ば
と
お
ひ
さ
ま
御
膳
R
の
販
売

▽
特
産
品
販
売
ブ
ー
ス

※
販
売
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

※
会
場
周
辺
は
駐
車
場
が
少
な
い
た
め

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
穂
高
プ
ー
ル
、
県

民
豊
科
運
動
公
園
発
着
）
か
、
Ｊ
Ｒ

大
糸
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
実
行
委
員
会
（
市
商
工
会
内
）

（
87
・
９
７
５
０ 

72
・
８
４
９
１
）

穂
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

（
82
・
３
１
３
１
㈹ 
82
・
６
６
２
２
）
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11
月
16
日
（
土
）、
17
日
（
日
）

第
１
回　

信
州
安
曇
野

新
そ
ば
と
食
の
感
謝
祭

17
日
（
日
）
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
、

穂
高
駅
前
交
差
点
か
ら
依
田
印
房
ま
で
交
通
規
制

と
な
り
ま
す
。

国無形民俗文化財の
雄勝法印神楽

周
辺
駐
車
場　

▽
穂
高
総
合
支
所
職
員
駐
車

場
、
公
用
車
駐
車
場
、
来
庁
者
駐
車
場
▽
長

野
県
信
用
組
合
駐
車
場
▽
八
十
二
銀
行
駐
車

場
▽
長
野
銀
行
駐
車
場
▽
碌
山
公
園
駐
車
場

時間：午前 10時
　　　～午後４時

場所：穂高神社周辺
　　　特設会場
※天候により内容が変更になる場
　合があります。

新そばの季節がやってきました
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11
月
は
、
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
、
有
害
環
境
浄
化
活
動
強
化
月
間

市
消
防
団
で
は
、
平
成
26
年
4
月

か
ら
入
団
す
る
団
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
お
近
く
の
各
分
団
の
団
員
が
、
地

域
で
募
集
活
動
を
行
い
ま
す
。

災
害
形
態
が
複
雑
化
す
る
中
で
、
地

域
に
も
っ
と
も
身
近
な
防
災
機
関
で
あ

る
「
消
防
団
」
の
活
動
は
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
自
分
た
ち
の

地
域
を
自
分
た
ち
で
守
り
た
い
！
」
そ

ん
な
思
い
が
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
あ
な
た
も
地
域
防
災
の
要
と
な

る
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
入
団
資
格　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
健
康
な
人

●
主
な
活
動
内
容

▽
火
災
等
の
災
害
現
場
活
動

▽
保
育
園
等
で
の
予
防
啓
発
活
動

▽
ポ
ン
プ
操
法
等
行
事
・
訓
練
（
年
数
回
）

▽
予
防
広
報
･
警
戒
活
動（
月
２
回
程
）

●
待
遇

▽
制
服
・
装
備
品
貸
与

▽
公
務
災
害
補
償
、
退
職
報
償
金
制
度

あ
り

●
そ
の
他　

女
性
団
員
も
募
集
し
て
い

ま
す
。
主
な
活
動
は
、
火
災
予
防
広

報
、
救
急
啓
発
活
動
で
す
。

地
域
環
境
の
実
態
を
把
握
し
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
よ
り

よ
い
環
境
作
り
を
推
進
す
る

た
め
、
11
月
に
県
内
全
域
で
「
有
害
図

書
等
取
扱
い
店
舗
」
や
「
有
害
自
動
販

売
機
設
置
状
況
」な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

有
害
自
動
販
売
機
を
な
く
そ
う
！

成
人
向
け
の
雑
誌
や
ビ
デ
オ
な
ど
、

青
少
年
に
悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ

る
商
品
を
売
る
「
有
害
自
動
販
売
機
」。

市
内
に
は
、
県
内
で
１
番
多
く
の
有
害

自
動
販
売
機
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
撤
去
に
向
け
た
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

地
域
の
組
織
で
活
動
！

　

明
科
地
域
で
は
有
害
自
販
機
の
撤
去

に
向
け
た
啓
発
を
、
穂
高
地
域
で
は
毎

年
夏
休
み
期
間
の
夜
に
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
や
駅
周
辺
な
ど
を
パ
ト
ロ
ー
ル

し
、
青
少
年
へ
の
声
掛
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
も
市
民
有
志
が
立
ち
上

げ
た
団
体
で
、
青
少
年
の
健
や
か
な
成

長
を
願
う
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

地
主
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い
！

一
度
設
置
さ
れ
る
と
、
撤
去
は
難
し

い
の
が
現
実
で
す
。
有
害
自
動
販
売
機

設
置
の
契
約
は
、
は
っ
き
り
断
り
ま
し

ょ
う
。

問
教
社
会
教
育
課
子
ど
も
支
援
係

　
（
62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５
）

11
月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
、
秋
の
火

災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

季
節
が
変
わ
り
、
こ
れ
か
ら
の
時

季
は
ス
ト
ー
ブ
や
こ
た
つ
な
ど
の
暖
房

器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
火
災
に
よ
る
死
傷
者
や
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
住
民
一
人
ひ
と

り
の
火
災
予
防
意
識
の
向
上
が
求
め
ら

れ
ま
す
。火
気
の
取
り
扱
い
の
際
に
は
、

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

る
場
合
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
手
当
の
支
払
い　

県
知
事
の
認
定
を

受
け
る
と
、
認
定
請
求
を
し
た
月
の

翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。4
月
、

8
月
、
11
月
（
各
月
と
も
11
日
）
の

3
回
、
支
払
月
の
前
月
ま
で
の
分
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
額　

▽
1
級　

障
害
児
1
人
に

つ
き
５
万
50
円
（
月
額
）
▽
2
級　

障
害
児
1
人
に
つ
き
3
万
３
３
３
０

円
（
月
額
）

●
問
い
合
わ
せ　

申
請
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

内
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障
害
を

お
持
ち
の
人
の
福
祉
増
進
を
目
的
に
、

対
象
者
に
福
祉
金
を
支
給
し
ま
す
。
対

象
者
で
支
給
申
請
を
し
て
い
な
い
場
合

は
、申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
在

宅
で
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

人
（
１
）
障
害
児
（
20
歳
未
満
）

▽
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
3
級

▽
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者

（
2
）
精
神
障
害
者
（
20
歳
以
上
）

▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
～
2

級
●
支
給
額　

２
０
０
０
円
（
月
額
）

●
支
給
日　

４
月
、
10
月
の
年
2
回

●
申
請
方
法　

障
害
者
手
帳
・
印
鑑
・

振
込
先
の
通
帳
を
持
参
の
上
、
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
福
祉
担
当

ま
た
は
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当
窓
口
で

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
を

行
い
ま
す
。

介
護
者
同
士
、
苦
労
や
悩
み
を
語
り

合
い
、
日
ご
ろ
の
疲
れ
を
癒
し
ま
せ
ん

か
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
28
日
（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時

●
場
所　

フ
ァ
イ
ン
ビ
ュ
ー
室
山

●
対
象　

市
内
在
住
で
、
日
常
的
に
自

宅
で
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
人

●
参
加
費　

２
０
０
０
円
（
昼
食
代
な

ど
込
み
）

●
申
し
込
み　

11
月
18
日
（
月
）
ま
で

に
市
社
会
福
祉
協
議
会
介
護
事
業
課

（
71
・
５
７
３
５
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
移
動
方
法　

社
会
福
祉
協
議
会
の
各

支
所
か
ら
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す
。

安
曇
野
市
を
含
め
た
8
市
町
村
で
構

成
す
る
松
塩
安
筑
老
人
福
祉
施
設
組
合

で
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心
寮
の
介

護
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
資
格　

普
通
自
動
車
免
許
お
よ
び
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
以
上
を
有
す
る

人
●
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

●
勤
務
地　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心
寮

（
松
本
市
波
田
６
８
５
７
番
地
）　

●
申
し
込
み　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心

寮
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
同
施
設
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
温
心
寮
（
92
・
１
０
２
０
）
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

重
度
も
し
く
は
中
度
の
身
体
障
害
ま

た
は
知
的
障
害
、
精
神
障
害
を
お
持
ち

の
満
20
歳
未
満
の
在
宅
児
童
の
生
活
向

上
の
た
め
、
そ
の
児
童
を
監
護
し
て
い

る
養
育
者
な
ど
に
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
支
給
し
ま
す
。
対
象
者
で
支
給
申
請

を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
申
請
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

次
の
障
害
の
程
度
に
当
て

は
ま
る
人
▽
1
級　

身
障
手
帳
1
・

2
級
程
度
、
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
2

程
度
、
ま
た
は
同
程
度
以
上
と
認
め

ら
れ
る
精
神
障
害
▽
2
級　

身
障
手

帳
3
級
程
度
（
一
部
4
級
）、療
育
手

帳
Ｂ
１
程
度
（
一
部
Ｂ
2
）、ま
た
は

同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
精
神
障

害
（
発
達
障
害
を
含
む
）

●
支
給
の
制
限　

▽
所
得
が
一
定
を
超

え
る
場
合
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
▽

児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い

心

用

の

火
平
成
25
年
度
全
国
防
火
標
語

「
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報

　
　
　
　
　
　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

11
月
9
日（
土
）～
15
日（
金
）は

秋
の
火
災
予
防
運
動

問
堀
危
機
管
理
室（

72
・
６
７
６
９
）

　

豊
科
消
防
署（

72
・
３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署（

82
・
３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署（

78
・
２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署（

62
・
２
９
９
２
）

　

ま
た
は
松
本
広
域
消
防
局
予
防
課

　
　
　
　
　
　
（

25
・
１
５
９
９
）

市
消
防
団
員
の
募
集

問
堀
危
機
管
理
室

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

問
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当

（

81
・
０
７
２
４ 

81
・
０
７
０
３
）

重
度
心
身
障
害
者
福
祉
金
の
支
給

問
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当

（

81
・
０
７
２
４ 

81
・
０
７
０
３
）

家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

参
加
者
募
集

問
穂
高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

（

81
・
０
７
３
１ 

81
・
０
７
０
３
）

養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心
寮
の

職
員
の
募
集

問
穂
高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

（

81
・
０
７
３
１ 
81
・
０
７
０
３
）

市
民
が
力
を
合
わ
せ
て
、

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の

環
境
作
り
を

有害環境 3ない運動！
　個人が実践するとともに、地
域ぐるみで推進しましょう。

設置させない

有害自動販売機を
利用しない 放置しない

祉

福
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運
営
を
支
援
す
る
ほ
か
、
地
域
住
民
活

動
の
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。こ
の
事
業

を
活
用
し
、楡
区
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
必
要
な
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

「
人
権
週
間
」
は
、
国
際
連
合
総
会

（
昭
和
23
年
12
月
10
日
）
で
の
世
界
人

権
宣
言
の
採
択
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る

自
由
と
権
利
は
、
自
分
勝
手
な
都
合
や

権
利
の
主
張
で
他
人
に
迷
惑
を
掛
け
て

も
良
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
人
ひ
と
り
が
他
人
の
人
権
を
尊

重
し
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
12
月
の
予
定　

▽
１
日
～
10
日
「
人

権
に
つ
い
て
考
え
る
県
民
運
動
強
調

旬
間
」
▽
4
日
（
水
）
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
啓
発
活
動
（
ベ
イ
シ
ア

あ
づ
み
野
堀
金
店
）
▽
4
日
～
10
日

「
第
65
回
人
権
週
間
」▽
10
日
～
16
日

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

●
人
権
特
設
相
談
所　

11
月
は
2
回
開

設
し
ま
す
。
▽
15
日（
金
）穂
高
総
合

支
所
（
女
性
の
た
め
の
相
談
）
▽
21

日
（
木
）
三
郷
公
民
館
※
時
間
は
両

日
午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
。

人
権
週
間
に
合
わ
せ
「
人
権
の
つ
ど

い
講
演
会
（
市
民
大
学
講
座
特
別
編
）」

を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
、
手

話
通
訳
・
託
児
が
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

12
月
１
日
（
日
）

午
後
0
時
50
分
～

●
場
所　

豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

●
日
程　

▽
午
後
0
時
50
分
～
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
▽
午
後
１
時
～
講
演
会　

講

師
・
杉す
ぎ
お尾
秀ひ
で
や哉
さ
ん
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ

ビ
報
道
局
解
説
専
門
記
者
室
長
）
演

題
「
報
道
と
人
権
～
情
報
化
社
会
を

生
き
る
～
」
▽
午
後
2
時
30
分
～
寸

劇
・
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
（
紙
人
形
劇
）

▽
午
後
2
時
40
分
～
人
権
作
文
の
発

表
と
表
彰
式

●
申
し
込
み　

不
要
で
す
。
託
児
を
希

望
す
る
場
合
は
、予
約
が
必
要
で
す
。

11
月
20
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
対
象
１
歳
以
上
）

市
人
権
擁
護
委
員
・
吉よ
し
ざ
わ澤
萬ま

ち

こ
千
子
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
10
月
か
ら
新

た
に
耳
塚
政
子
さ
ん
が
委
員
と
し
て
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
市
の
人
権
擁
護
委
員

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に

寄
与
す
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
活
用
し
、
下
飯
田
区
自
治

会
で
は
備
品
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

（
公
財
）長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
で

は
、「
市
町
村
振
興
宝
く
じ
」
の
収
益
金

を
基
金
と
し
て
運
用
、
市
町
村
の
財
政

「緑の募金」に
ご協力ありがとうございました

本年度行われた緑の募金運動（家庭募金）では、市
全体で 340 万 565 円の募金が寄せられました。

募金をしていただいた市民の皆さん、募金活動にご
尽力いただきました各区長をはじめ自治会役員の皆さ
んに厚くお礼申し上げます。寄せられた募金は、地区
の公民館・公園などの公共施設の緑化や、みどりの少
年団の育成に使われます。
問三耕地林務課林務担当 477・3111 ㈹ 677・6060

域

地県
市
町
村
振
興
協
会
の
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備
品
を
整
備

問
三
地
域
支
援
課
地
域
担
当

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備

問
豊
地
域
支
援
課
地
域
担
当

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

人
権
の
つ
ど
い
講
演
会

問
本
人
権
男
女
共
同
参
画
課

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

人
権
擁
護
委
員（
安
曇
野
部
会
）交
代

問
法
務
局
松
本
支
局

（

32
・
２
５
７
１ 

32
・
３
５
７
２
）

ま
た
は
本
人
権
男
女
共
同
参
画
課

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

12
月
４
日（
水
）～
10
日（
火
）は

人
権
週
間　

︱
す
べ
て
の
人
が
人
間

ら
し
く
生
き
る
た
め
に
︱

問
本
人
権
男
女
共
同
参
画
課

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

三郷地域楡区で整備した備品
（太鼓や角灯籠、提灯など）

豊科地域下飯田区で整備した
備品（テント、法被、太鼓など）

杉尾秀哉さん

権

人

地域 氏名 地域 氏名

豊科

清
き よ の

野　昌
まさのり

訓
三郷

中
なかむら

村　道
み ち こ

子

勝
かつやま

山　孝
た か こ

子 關
せき

　　恒
つねあき

明

藤
ふじわら

原　和
か ず こ

子 丸
まるやま

山　好
よ し お

夫

奥
おくむら

村　雅
まさひこ

彦 堀金 青
あおやぎ

柳　昌
まさとし

利

穂高

髙
たかやま

山　正
まさのぶ

宣 三
み さ わ

澤　一
か ず こ

子

等
と ど り き

々力増
ま す お

男 明科 佐
さ さ き

々木一
か ず お

生

耳
みみづか

塚　政
ま さ こ

子 横
よこうち

内理
り え こ

恵子

尾
お だ い

臺　鞆
ともかず

一 　

●人権擁護委員（敬称略）

各種情報 日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

名称 内容 日時・場所 定員・料金 申し込み・問い合わせ

安曇野に文化の架け
橋、第 14回発表会

「安曇野から文化の発信を」と志
を高く発足した安曇野の自然と文
化を考える会では、各グループの
展示やステージ発表、地産地消の
取り組み、お茶席など多彩な催し
を行います。

日：11月15日（金）
～ 17日（日）毎日
9：00～17：00（最
終日は16：00まで）

場：穂高交流学習セ
ンター「みらい」

費：無料 申：不要
問：安曇野の自然と文

化 を 考 え る 会　髙
橋さん（482・４８７０）
か、平田さん（482・
４７７８）

松本友の会
家事家計講習会

“家計簿記帳が支える日々の暮ら
し、先を見通す予算生活”ご一緒
に来年の暮らし方を考えてみませ
んか。すぐに役立つ家事の紹介も
あります。

日：11月16日（土）
10：00 ～ 12：00

場：碌山公園研成ホ
ール研修室

費：300 円
※託児あり。
　要予約
費：200 円

申：不要
問：松本友の会

手塚さん
（482・5018）

グループ展
「碌山への８つのオマ
ージュ」

碌山へのそれぞれの思いを胸に、
金沢美術工芸大学の学生と教員、
県内を地元とする卒業生の 8 人
が、塑像、テラコッタ、石彫のほ
か、平面作品など約 16 点を展示
します。ワークショップでは、短
時間の簡単な作業でレリーフ作品
の制作を随時無料体験できます。

日：11月21日（木）
～ 26 日（火）
9：00 ～ 17：00
ワークショップ
11 月 23 日（土）
10：00 ～ 16：00

場：碌山公園研成ホ
ール

費：無料 問：碌山公園研成ホ
ール（482・0769）

安曇野矯正展

刑事収容施設に収容されている受
刑者の円滑な社会復帰に向けた取
り組みを紹介し、また各種催事や
関係協力団体によるイベント、販
売なども行います。

日：11月23日（金）
～ 25 日（日）

　10：00 ～ 16：00
場：穂高総合体育館

アリーナ

費：無料 問：松本少年刑務所
　（432・３０９３ 633・

５８０７）

運転免許更新
特定任意講習会

安曇野交通安全協会では、運転免
許更新者を対象に特定任意講習会
を開催します。優良運転者は受講
する必要はありません。この講習
を受けると、更新時の講習は免除
されます。70 歳以上の人・更新
時に 70 歳になる人は、受講でき
ません。

日：12月５日（木）
19：00 ～ 21：00

（18：20 ～受付）
場：穂高総合支所　

大会議室

対：12 月６日～平
成 26 年 ６ 月 ５
日までの間に運
転免許を更新す
る人

費：1,500 円（ お
釣りのいらない
ようにご協力く
ださい）

申：安曇野交通安全
協会（472・2263）

※運転免許証・筆記
用具持参

若者向け総合相談会

就職・転職・進路進学の悩み、心
の相談、ニート等の相談、障害に
関する相談や、子どもとの接し方
や子どもをもっと理解したいご家
族の相談などをお受けします。個
人のプライバシーに配慮しなが
ら、各相談機関の相談員が対応し
ます。

日：12月14日（土）
13：00 ～ 16：00

場：豊科交流学習セ
ンター「きぼう」
学習室

対：15 歳～ 39 歳
までの若年無業
者およびその家
族

定：10 人（要予約）
費：無料

申 : しおじり若者サポ
ートステーション
CAN（454・6155 
687・1375）

※申し込み締め切り
12 月 11 日（水）

●国民健康保険税	 （５期）

●後期高齢者医療保険料	 （８期）

●介護保険料	 （11月分）

●水道料金	 （豊科･堀金･明科地域）

●下水道使用料	 （穂高･三郷地域）

＝納期限は12月2日（月）＝

11月の納期
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国
税
に
お
け
る
延
滞
税
お
よ
び
還
付

加
算
金
の
割
合
が
、近
年
の
低
金
利
状

況
を
踏
ま
え
て
見
直
さ
れ
ま
す
。こ
れ

に
合
わ
せ
て
、地
方
税
に
お
い
て
も
同

様
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。（
表
2
）

●
適
用
時
期　

平
成
26
年
１
月
１
日
以

後
の
期
間
に
対
応
す
る
延
滞
金
等
に

つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。ま
た
、特
例

基
準
割
合
の
定
義
を
次
の
と
お
り
改

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
市
が

実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要

な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
臨
時
の
措

置
と
し
て
個
人
市
民
税
の
均
等
割
額
が

年
額
で
５
０
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。ま

た
、
個
人
県
民
税
の
均
等
割
額
に

つ
い
て
も
年
額
で
５
０
０
円
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

●
適
用
期
間　

平
成
26
年
度
か
ら
35
年

度
ま
で
の
10
年
間
、適
用
さ
れ
ま
す
。

除
限
度
額
が
表
1
の
金
額
ま
で
拡
充
さ

れ
ま
す
。

●
控
除
の
対
象
に
な
る
人　

所
得
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
人
（
平

成
26
年
か
ら
29
年
ま
で
に
入
居
す
る

人
に
限
る
）
の
う
ち
、
所
得
税
か

ら
控
除
し
き
れ
な
い
金
額
が
あ
る
場

合
は
、
翌
年
度
の
市
県
民
税
に
お
い

て
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

市
県
民
税
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
を
平
成
26
年
か
ら
29
年
末
ま
で
4
年

間
延
長
し
、
平
成
26
年
4
月
以
降
の
控

11 月は労働保険適用促進強化期間
長野県内の最低賃金 713 円（効力発生日平成 25年 10 月 19 日）

労働者を 1 人でも雇用している事業主は、法人・個人を問わず必ず労働保険に加入することが法律で義務付
けられています。労働者の希望の有無にかかわらず加入しなければなりません。労働者を雇用している事業主
で、労働保険に加入していない場合は、ハローワークまたは労働基準監督署で加入手続きをしてください。
問▷ハローワーク松本雇用保険適用課 427・0111 ▷松本労働基準監督署労災課 448・5693（明科地域）

▷大町労働基準監督署労災・安衛課 40261・22・2001（明科地域以外）
労働問題全般に関する無料相談会

市では、突然の解雇や賃金不払いなどの労働問題全般に関する無料相談会を行っています。
●日時　毎月第 2 水曜日　午後 6 時～（次回は 11 月 13 日）　●申し込み　不要。直接会場にお越しください。
問穂商工労政課商業労政係　482・3131 ㈹ 682・6622

長野県最低賃金は、県内の事業場で働くすべての労働者（パート、アルバイトなども含む）に適用されます。
なお、下記の産業で働く労働者にはそれぞれの特定（産業別）最低賃金が適用されます。

東
日
本
大
震
災
に
関
わ
る
特
例
法
に
よ
り
、
市
県
民
税
の
均
等
割
が
変

わ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
延
滞
金
の
割
合
、

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

問
豊
市
民
税
課
（
4�

72
・
３
１
１
１
㈹ 

6�

72
・
８
３
４
０
）

知
っ
て
お
き
た
い　

税
制
改
正

延
滞
金
な
ど
の

　
　
　
　
　

割
合
の
見
直
し

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

　
　
　
　
　
　
　

延
長
・
拡
充

平
成
26
年
度
か
ら

　

市
県
民
税
の
均
等
割
額
が

　
　
　
　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

●特例基準割合の定義

【表 2】

現行
前年の 11 月 30 日現在における商業手形の基準割引率（従来の公定歩合）
に、4％を加算した割合

改正後
前々年 10 月から前年 9 月における国内銀行の貸出約定平均金利（新規・
短期）の平均割合に、１％を加算した割合

　 本則 現行の
特例※

現行の基準
による平成
25 年中の

割合

改正後の特例
※

【例】
貸出約定平均金
利の年平均が１
%の場合※２

延滞金 14.6% なし 14.6% 特例基準割合
＋ 7.3% 9.3%

期限後
１カ月以内 7.3% 特例基

準割合 4.3% 特例基準割合
＋ 1% 3.0%

還付加算金 7.3% 特例基
準割合 4.3% 特例基準割合 2.0%

※　特例の割合が本則の割合を超える場合は、本則の割合とします。
※ 2　特例基準割合は「貸出約定平均金利の年平均（1.0％）＋ 1％＝ 2.0％」とし

て算出しています。

居住開始年月 控除限度額

現行（～平成 25
年 12 月）

所得税の課税総所得金額の５％
　（最高 9.75 万円）

平成 26 年 1 月～
3 月

所得税の課税総所得金額の５％
　（最高 9.75 万円）

平成 26 年 4 月～
平成 29 年 12 月

所得税の課税総所得金額の７％
　（最高 13.65 万円）

※平成 26 年 4 月から平成 29 年 12 月までの金額は、
消費税率が 8%または 10%である場合の金額

【表 1】

●均等割の税率

　
均等割額

25 年度
まで

26 ～
35 年度

市民税 3,000 円 3,500 円

県民税 1,500 円 2,000 円

合計 4,500 円 5,500 円

※県民税は「長野県森林づくり県民税」
500 円を含む

11 月 11 日（月）～ 17 日（日）
税を考える週間

－税の役割と税務署の仕事－

国税庁では、毎年 11 月 11 日か
ら 17 日までの１週間を「税を考
える週間」に定めています。この週
間は、税に対する理解を深めてい
ただくことを目的としています。
● ICT（情報通信技術）化を通じ
た納税環境の整備
e-Tax や確定申告書等作成コー
ナーの改善のほか、国税庁ホー
ムページにより、納税者が適正
に申告・納税が行えるよう納税
の意義や税法の知識、手続等に
ついてさまざまな情報提供を行
っています。

●国際的な取引への対応
国際的租税回避への対応をはじ
めとした適正・公平な課税の実
現のための取り組み、国際的な
二重課税の防止等のための相互
協議、租税条約に基づく情報交
換を行っています。

●ホームページおよび問い合わせ
▷税に関する情報　国税庁ホー
ム ペ ー ジ（uwww.nta.go.jp）
▷ e-Tax に関する情報　e-Tax
ホ ー ム ペ ー ジ（uwww.e-tax.
nta.go.jp）▷ e-Tax の操作に関
する問い合わせ　e-Tax 作成コ
ーナーヘルプデスク（40570・
01・5901）

問松本税務署（432・2790）

問い合わせ・ご相談は
長野労働局労働基準部賃金室

（4026･223･0555）
松本労働基準監督署（明科地域）

（448･5693）
大町労働基準監督署（明科地域以外）

（40261･22･2001）

特定（産業別）最低賃金 時間額 効力発生日
電子部品・電気機械器具・情報通信
機械器具などの製造業 790 円 平成 24 年 12 月 28 日

はん用機械器具・自動車 ･ 同付属品
などの製造業 801 円 平成 24 年 12 月 28 日

各種商品小売業 756 円 平成 24 年 12 月 31 日

印刷・製版業 747 円 平成 23 年 12 月 31 日
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さまざまな道具を使い、元気に楽し
く体を動かしましょう。
期 12 月２日から平成 26 年２月 24 日

までの月曜日（全 10 回）
時 16：30 ～ 17：30
場豊科勤労者総合スポーツ施設体育館
対年中児・年長児（本年度参加経験の

ない人。また、子どもだけの参加で
す。）

内リズム体操、器械運動、マットやボ
ールなどを使った運動遊び

講山
やまがた

縣美
み ち よ

智代さん、水
みずぐち

口朋
と も み

巳さん
費 1,000 円
　（別途保険料が必要になります）
定 25 人（先着順）
申 11 月 12 日（火）に電話でお申し込

みください。（受付時間８：30 ～ 17：
00）

※教室の申し込みは専用電話です。つ
ながらない場合は、時間を置いてお
掛け直しください。

市の体育やスポーツ活動の振興に生
かすため、体力・運動能力測定を行い
ます。

普段、運動をしている人はもちろん、
運動をしていない人も、ご自分の体力
年齢を知るために、ご参加ください。
日 11 月 28 日（木）10：00 ～ 16：30
場堀金総合体育館
対市内在住の一般成人（20 ～ 79 歳ま

での健康な男女）
内▷ 20 ～ 64 歳まで

握力・上体起こし・長座体前屈・反
復横とび・往復持久走（20 メートル
シャトルラン）・立ち幅跳び

▷ 65 ～ 79 歳まで
握力・上体起こし・長座体前屈・開
眼片足立ち・10 メートル障害物歩行・
６分間歩行

費 100 円
服運動できる服装、運動用上履き
持汗ふきタオル、飲み物
申 11 月 13 日（水）から 20 日（水）

の間に、電話でお申し込みください。
（受付時間 8：30 ～ 17：00）

市民スポーツ祭のワンバウンドふら
ばーるの競技会を開催します。観戦も
お待ちしています。
日 11 月 24 日（日）8：30 ～
場豊科勤労者総合スポーツ施設体育館
内チーム構成　１チーム５人以上８人

以内（ただし、男性（中学生以上）
３人以内、全員 60 歳以上の場合は
全員男性でも良い）

費１チーム 1,000 円
持運動できる服装、運動用上履き、タ

オルなど
申 11 月 19 日（火）までに、各地域

公民館および市内体育施設に備え付
けの申込用紙に必要事項を記入の上、
各公民館窓口へお申し込みください。

年中児・年長児対象
わんぱくGYM教室

問教社会教育課スポーツ振興係
462・5717 ※ 662・3525

第４回市民スポーツ祭
ワンバウンドふらば～る

バレーボール競技会
問教社会教育課スポーツ振興係
462・4565 ㈹ 662・3525
豊科公民館
472・2158 673・6401

豊 教育委員会事務局（旧明科公民館内）教

穂高交流学習センター「みらい」では、
クリスマスコンサートを開催します。
演奏者は、７月に行った新進音楽家演
奏会で審査により選考された、早川愛

まな

さん（ピアノ）とクインテット・セン
（木管五重奏）です。伸びやかでみずみ
ずしい音色に心温まるクリスマスの夕
べをお届けします。
日 12 月 22 日（日）19：00 ～（開場

18：30）
場穂高交流学習センター「みらい」

多目的交流ホール
内曲目　ショパン「ノクターン」、ラフ

マニノフ「楽興の時」、ドヴォルジャ
ーク「アメリカ」など

費チケット１枚 500 円（全席指定）
定 200 席（先着順）
申チケット販売　11 月 12 日（火）か

ら「みらい」窓口で販売します。電
話での予約も受け付けます。（受付時
間 9：00 ～ 21：30、月曜休館）

夜の森を約 30 万球のイルミネーシ
ョンなどが照らす「光の森のページェ
ント」を開催します。期間中、コンサ
ートや体験プログラムなどのイベント
も楽しめます。
期 11 月 23 日（土）～ 12 月 25 日（水）
時 16：00 ～ 21：00
休園日　11 月 25 日（月）、12 月 2 日
（月）・9 日（月）・16 日（月）
費大人 400 円、小中学生 80 円、65

歳以上 200 円
交通　ＪＲ豊科駅から無料シャトルバ

スを運行予定です。

北穂高地区の住民や出身者が制作し
た芸術作品を展示する展覧会です。絵
画、彫刻、書、工芸、写真、手芸など
さまざまな作品をお楽しみください。
期 11 月 23 日（土）～ 12 月８日（日）
時 9：00～17：00（12月は16：00まで）
場記念美術館　主屋 ･ 南の蔵
休館日　11月25日（月）、12月2日（月）
費無料（常設展の観覧は有料）

11 月 21・22 日は貞享義民社秋の例
大祭です。この機会に多くの皆さんに

「貞享騒動」を知っていただくため、無
料開放します。映像を上映し、簡単な
説明もあります。
日 11 月 21 日（木）、22 日（金）
時映像上映時間

▷9：30▷11：00▷13：30▷15：00

「牧大根」を販売します。牧大根は穂
高地域の伝統野菜として、漬物用など
に古くから親しまれている大根です。
日 11月17日（日）8：30～売り切れまで
費１本 50 円
場▷牧公民館▷ JA あづみ北部低温倉

庫▷ビフ穂高
●共催　穂高地域農業再生協議会、牧

区、JA あづみ西穂高女性部牧大根プ
ロジェクト、ビフ穂高

心の不調に早期に気付き、適切な対
応ができるように、市では「第 9 回こ
ころの健康を考えるつどい」を開催し
ます。
日 12 月 7 日（土）13：30 ～ 15：00
（開場 13：00）　
場豊科ふれあいホール
内演題「心の病

やまい

について～正しい理解
と対応～」

講東
ひがし

孝
たかひろ

博さん（篠崎医院豊科診療所院
長）

その他　講演会前後に事業所などによ
る作品展示販売を行います。

戦争の悲惨さを若い世代に伝え、平
和を愛する機運を高めるため、平和の
つどいと戦没者追悼式を開催します。
日 11 月 23 日（土）13：00 ～
場堀金総合体育館　サブアリーナ
内▷先の大戦で亡くなられた皆さま、

満州開拓義勇軍等外地で犠牲になら
れた皆さま、また内地で戦災により
犠牲になられた皆さまに哀悼の意を
表し追悼する献花および黙とう、講
演会など
▷広島平和記念式典に参列した市内
中学生の代表生徒による作文発表
▷戦争悲劇を伝え、事実を若い世代
へ語り継ぐ講演
▷大阪空襲や当時の市民生活の写真
パネルの展示

友の会の写真部と植物画部の皆さん
の作品を展示します。

ふるさと「信州」の風景や過ぎ行く
季節の一瞬の表情などを題材に撮影し
た写真作品と、写真の技術がまだ無か
った大航海時代にヨーロッパで生まれ
た、植物の姿を正確に描く細密画「ボ
タニカルアート」を同時に楽しめます。
期 11 月 13 日（水）～ 12 月１日（日）
時 9：00 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）
場豊科郷土博物館　１階展示室
費大人 100（80）円
※（　）内は 20 人以上の団体料金　
休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合

は、その翌日）
松本地域出産・子育て安心ネットワ

ーク協議会では公開講座を開催します。
日 11 月 10 日（日）13：30 ～ 15：50
場県松本合同庁舎講堂
内▷松本地域でのお産の受け入れ体制

と子宮頸癌予防ワクチンについて講
金
か な い

井 誠
まこと

さん（信州大学医学部保健学
科教授）
▷子どものワクチンについて講三

み よ

代
澤
さわ

幸
ゆきひで

秀さん（信州大学医学部教授）
▷小児急病対応について講松岡高

た か し

史
さん（松本市医師会感染対策理事）

安曇野髙橋節郎記念美術館
第９回北穂高芸術展

問安曇野髙橋節郎記念美術館
481・3030 682・0551

貞享義民記念館無料開放日
問貞享義民記念館
477・7550 677・7551

第４回　牧大根祭り
問穂産業建設課地域振興担当
482・3131 ㈹ 682・6622

第９回　こころの健康を
考えるつどい

問健健康推進課保健予防担当
481・0726 681・0703

平和のつどいと戦没者追悼式
問本総務課庶務係
471・2000 ㈹ 671・5155
健社会福祉課福祉総務担当
481・1622 681・0703

体力・運動能力測定参加者の募集
問教社会教育課スポーツ振興係　462・4565 ㈹ 662・3525

豊科郷土博物館
友の会写真展と

友の会ボタニカルアート展
問豊科郷土博物館
472・5672 672・7772

知って安心～出産・子育ての
アレコレ～公開講座

問健健康推進課健康推進係
481・0726 681・0703

穂高交流学習センター「みらい」
クリスマスコンサート

問穂高交流学習センター「みらい」
481・3111 682・0966

あづみの公園【堀金・穂高地区】
冬のイルミネーション

「光の森のページェント」
問国営アルプスあづみの公園管理センター
471・5511 671・5512

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

Information Box

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順）　資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
服服装　問問い合わせ

催し 運動教室

新進音楽家演奏会での
クインテット・センの演奏 昨年度来場した親子

昨年の北穂高美術展

岡村君子さんの作品「マムシソウ」
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調停委員が身近な問題について話を
伺い、解決に向けたお手伝いをします。
日 11 月 16 日（土）13：00 ～ 16：00
場市民活動センター「くるりん広場」
内 < 家事に関すること >

▷夫婦関係、離婚問題
▷遺産相続、親族関係
▷子どもの養育、親の扶養
▷離婚後の諸問題（養育費、面接など）
ほか
< 民事に関すること >
▷土地建物、境界、所有権
▷交通事故、農事および商業問題
▷損害賠償（給与保障、慰謝料など）
▷金銭の賃借ほか

申不要です。直接会場へお越しくださ
い。

スクエアダンス体験講座を開催しま
す。８人が方形（スクエア）を作り、
軽快な音楽にのせて踊るアメリカ生ま
れのフォークダンスです。
日 11 月 22 日・29 日、12 月 13 日・

20 日（すべて金曜日、全４回）
※期間通してご参加ください。
時 9：30 ～ 11：30
講萱

か や ば

場黎
れ い こ

子さん、立
たつざわ

澤とくゑさん
費１回 200 円
持運動靴（上履き）、軽装、飲料
定 20 人（先着順）
場堀金公民館
申 11 月 11 日（月）から 14 日（木）

の間に、堀金公民館に電話でお申し
込みください。（受付時間 8：30 ～
17：00）

安曇野市など４市１町８村が加盟す
る信州まつもと空港地元利用促進協議
会では、信州まつもと空港の冬期間の
利用促進を目的に、期間中に２人以上
のグループなどで当空港発着定期便を
往復で利用した人に助成金を交付しま
す。

ご家族、友人、グループで楽しい空
の旅に出掛けてみませんか。
期対象となる搭乗期間　11 月１日（金）

～平成 26 年２月 28 日（金）
費助成金額　全路線１人あたり往復

5,000 円
限平成 26 年３月７日（金）
申旅行終了後、所定の申請書に人数分

の搭乗券の半券を添付し、信州まつ
もと空港地元利用促進協議会事務局
窓口へ提出してください。

注意事項　▷個人名の入った搭乗券を
添付してください（団体券は対象外）。
▷予算額に達した時点で締め切りま
す（先着順）。
▷助成要件があります。観光課か信
州まつもと空港地元利用促進協議会
へお問い合わせください。

県土地家屋調査士会では「土地家屋
調査士の行う無料相談会」を開催しま
す。土地の境界に関するトラブルの悩
み、土地建物に関する登記などの相談
に応じます。相談の秘密は守ります。
日 11 月 30 日（土）13：00 ～ 16：00
（相談時間１件 30 分）
場松本市勤労者福祉センター
　１階大会議室
申県土地家屋調査士会事務局（4026・

232・4566）まで電話で申し込みを
してください。（受付時間 10：00 ～
正午、13：00 ～ 15：00）

市食生活改善推進協議会では「減塩」
と「野菜ワンプレート」の普及をテー
マに料理講習会を通して学び、地域の
健康づくりをつなぐ（TSUNAGU）リ
ーダー講習会を行います。
日 11 月 22 日（金）9：30 ～ 14：00
場穂高健康支援センター　集団指導室・

栄養実習室
対市内在住の 40 歳代から 70 歳代の人
内▷生活習慣病予防▷正しい食習慣

▷ロコモ（運動器障害）と運動▷調
理実習（鶏のカリカリ焼きサラダ、
ほうれん草の中華風炒めほか）

持ご家庭の味噌汁（汁のみ）、エプロン、
三角きん、タオル、筆記用具

費 1 人 100 円
定 30 人（先着順）
申 11 月 11 日（月）から 15 日（金）

の間に電話でお申し込みください。
（受付時間 8：30 ～ 17：00）

無料調停相談会
問松本調停協会
4080・8049・0215
本総務課庶務係
471・2000 ㈹ 671・5155

堀金公民館
スクエアダンス体験講座

問堀金公民館
472・5796 672・5801

信州まつもと空港利用促進
冬期助成交付金制度

問穂観光課観光振興担当
482・3131 ㈹ 682・6622
松本市観光温泉課内
信州まつもと空港地元利用促進協議会
434・8307

土地家屋調査士の行う
無料相談会

問豊監理課管理登記担当
472・3111 ㈹ 672・3569

健康づくり講習会
問健健健康推進課保健予防担当
481・0726 681・0703

豊 教育委員会事務局（旧明科公民館内）教

松本平の伝統文化・押絵を作ってみ
ませんか。来る年が良い年になるよう
願いを込めて、来年の干支の午

うま

を作り
ます。初心者や親子の参加も大歓迎で
す。
日 11 月 24 日（日）13：30 ～ 16：30
場豊科郷土博物館　学習室
講三

み む ら

村隆
たかひこ

彦さん（ベラミ人形店・松本）
費 840 円（材料代など）
持筆記用具（鉛筆・消しゴム・黒のボ

ールペン）、はさみ、ウエットティッ
シュ、手芸用ボンド（木工用でも可）、
スティックのり、カッター

定 20 人（先着順）
申 11 月 10 日（日）から 22 日（金）

の間に豊科郷土博物館へ電話でお申
し込みください。（受付時間 8：30 ～
17：00）

年賀状作りを通じて、パソコンの使
い方や操作の基本をマスターしません
か。
日 12 月３日（火）、４日（水）、５日（木）、

６日（金）
時 13：30 ～（２時間）
場三郷公民館　第１会議室
講田中さおりさん（コラージュ代表）
定 10 人（先着順）
対ウィンドウズ XP 以降のパソコンで

マイクロソフトワードが入っている
ものを持参でき、４日間出席できる
人

費受講料 800 円（４回分）、テキスト
代 500 円

持ノート型パソコン（マウス含む）、筆
記用具

申 11 月 19 日（火）に電話でお申し込
みください。詳しい日程などは、受
講者の皆さんに後日お知らせします。

（受付時間 9：00 ～ 17：00）

これからホームページを作成しよう
とする人に、作成ソフトウェア「ホー
ムページビルダー」の使い方を基本か
ら解説します。
日 12 月 19 日（木）、20 日（金）
時 18：00 ～ 19：30
場穂高商業高等学校
　第３パソコン教室
講西

にしざわ

澤彰
あきひろ

泰　教諭
定 20 人（先着順）
申 11 月 18 日（月）から受け付けます。

申込書（同校ホームページで入手）、
もしくは住所・氏名・連絡先を記入
の上、電子メール、ファクス（81・
1066）または郵送でお申し込みくだ
さい。（受付時間 8：30 ～）

提〒 399・8303　穂高 6839
穂高商業高等学校　西澤教諭　宛

１カ所押すだけで、雰囲気が変わり
一層すてきに絵手紙や年賀状を演出で
きるオリジナルの印鑑を作ります。今
回は、年賀状にも使えて簡単にできる
一文字印です。
日 11 月 30 日（土）9：30 ～
場穂高交流学習センター「みらい」

展示ギャラリー
講望月信

のぶゆき

幸さん（遊印代表）
対一般（中学生以上）
定 15 人（先着順）
費 500 円（材料費）
持印刀（お持ちの人のみ）
申 11 月 12 日（火）から中央図書館へ

電話でお申込みください。（受付時間
8：30 ～ 17：00）

リサイクルセンターの研修活動とし
て、環境学習会を開催します。ごみの
減量やリサイクルについて学習してみ
ませんか。
日 11 月 16 日（土）9：00 ～正午
場豊科リサイクルセンター
内▷リサイクルセンターの見学

▷ダンボール箱での生ごみ堆肥作り
の講習
▷マイ箸作り

対どなたでも参加できます。親子での
参加も大歓迎です。

費無料
定 20 人程度
申 11 月 14 日（木）までに電話でお申

し込みください。（受付時間 8：30 ～
17：00）

三郷公民館
初心者パソコン講座②

問三郷公民館
477･2109 676･3077

中央図書館講座
簡単！やさしい「てんこく」教室
問中央図書館
484・0111 682･0966

リサイクルセンター
環境学習会

問豊地域支援課
472・3111 ㈹ 672・8340

学校開放講座
ホームページ作成

問教社会教育課社会教育係
462・4565 662・3525

豊科郷土博物館講座
押絵の干支を作ってみよう

～午年編～
問豊科郷土博物館
472･5672 672･7772

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

Information Box

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順）　資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
服服装　問問い合わせ

募集 相談 観光
キャンペーン

昨年～巳年編～はヘビを作成

自分だけの一文字印が作れます 初心者も歓迎します
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市
営
霊
園
の
使
用
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

●
応
募
で
き
る
人　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
人
。（
1
）
市
に
本
籍
ま
た
は
住

所
を
有
す
る
人
（
2
）
5
年
以
内
に
墓

石
の
建
立
が
で
き
る
人
（
3
）
す
で

に
市
営
霊
園
を
使
用
し
て
い
な
い
人

（
4
）
使
用
許
可
の
決
定
後
、
2
週
間

以
内
に
使
用
料
を
納
入
で
き
る
人

●
応
募
期
間　

11
月
18
日
（
月
）
～
29
日

（
金
）

※
土
日
を
除
く
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
応
募
方
法　

穂
高
総
合
支
所
内
生
活
環

境
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
次
の
書
類
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
▽
住
民
票
世
帯
全
員
の

写
し（
本
籍
の
記
載
の
あ
る
も
の
）▽
印

鑑
▽
遺
骨
が
あ
る
人
は
「
死
体
埋
火
葬

許
可
証
」
ま
た
は
「
墓
地
管
理
者
の
証

明
」

●
応
募
で
き
る
聖
地　

下
記
の
表
に
あ
る

霊
園
聖
地
別
と
し
、
１
世
帯
１
聖
地
と

し
ま
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
で
決
定
し
ま
す
。

●
抽
選
日
時　

12
月
18
日
（
水
）
午
後
１

時
30
分
～

●
抽
選
場
所　

穂
高
総
合
支
所
別
館　

大

会
議
室

※
遺
骨
が
あ
る
人
を
優
先
し
ま
す
。
遺
骨

所
持
者
の
申
込
数
が
募
集
区
画
数
を
上

回
っ
た
場
合
は
、
遺
骨
が
な
い
人
は
抽

選
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※
聖
地
の
使
用
許
可
が
決
定
し
た
場
合
、

25
年
度
分
霊
園
管
理
料
を
月
割
り
で
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
穂
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２

豊
地
域
支
援
課
4�

72
・
３
１
１
１
㈹

穂
地
域
支
援
課
4�

82
・
３
１
３
１
㈹

三
地
域
支
援
課
4�

77
・
３
１
１
１
㈹

堀
地
域
支
援
課
4�

72
・
３
１
０
６
㈹

明
地
域
支
援
課
4�

62
・
３
０
０
１
㈹

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

霊 園

市
営
霊
園（
返
還
聖
地
）の

使
用
者
を
募
集

地域 穂高 三郷 堀金 明科

霊園名
穂高墓地公園 黒沢霊園 堀金霊園 下押野

霊園1 号聖地 2 号聖地 3 号聖地 4 号聖地 Ｂ聖域 南聖域

区画数 1 区画 3 区画 2 区画 1 区画 1 区画 1 区画 1 区画

区画面積 4.0㎡ 6.6㎡ 5.0㎡ 5.0㎡ 6.0㎡ 6.6㎡ 5.0㎡

使用料 14 万円 27 万円 48 万円 55 万円 55 万円 44 万円 22 万 5 千円

管理料 年 2,000 円 年 3,300 円 年 2,500 円 年 2,500 円 年 3,000 円 年 3,300 円 年 2,500 円

●応募できる聖地


